
第 144 回伊達市災害対策本部会議 

平成 25 年 2 月 26 日（火） 

10：00～11：00 

保原庁舎 2 階応接室 

 

1 放射能対策関係 

(1)生活圏除染業務の進捗について 

 

 

 

(2)外部被ばく検査事業について 

 

 

 

(3)平成 25 年産米の稲の作付方針等について 

 

 

 

(4)ちびっこ広場利用実績について 

 

 

 

 

2 その他 

(1)除染推進センターだより（第 18 号）の発行について 

 

 

 

(2)農業情報誌「耕」（第 10 号）の発行について 

 

 

 

(3)災害対策号（第 75 号）の発行について 

 

 

 

 

 

次回   3/12（火） 17：00～18：00 
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第 144 回本部会議の概要について 

1 実施日時等 

平成 25 年 2 月 26 日（火） 10：00～11：00 

2 内容 

1 放射能対策関係 

（1）生活圏除染業務の進捗について 

市民生活部放射能対策課長が資料により説明した。 

2 月 16 日現在における進捗状況である。A エリアでは、霊山町掛田工区の公共施設で新たに除

染作業を開始した。除染済み戸数は 1,428 戸、対象戸数 2,555 戸に占める進捗率は 55.89％で

ある。 

仮置場に関しては、保原町富成工区で新たに 1 箇所の仮置場の契約が済み、残り 1 箇所で、仮

置場設置の条件について調整している。霊山町掛田工区では、4 つの行政区で 1 つの仮置場の

設置に取り組んでおり、まもなく契約を終える見込みである。 

B エリアでは、現在 10 工区について発注済である。保原町八幡台・村岡地域は、仮置場の契

約に向けた取り組みを進めている。2 月末には、月舘町月舘地区の除染について入札を行う予

定である。 

C エリア及びその他詳細な数値は、添付資料に掲載のとおり。 

 

（伊達総合支所長） 

C エリアの事前モニタリングに関する一覧表で、伊達地域の伊達地区における町内会数は、18

である。訂正をお願いしたい。 

 

（市長） 

B エリアの未発注地域は、年度内には発注できる見通しか？ 

（放射能対策課長） 

保原町八幡台・村岡地区の仮置場確保の見通しが立ったため、可能な限り早期に、発注したい

と考えている。 

B エリアの場合、既に事前モニタリングが済んでおり、すぐに除染作業にあたれる状況になっ

ていることから、仮置場の確保を済ませた後でなければ、発注は難しい。 

（市長） 

C エリアに関して、保原地域の進捗状況はどうなのか。 

（保原総合支所長） 

保原、大田それぞれ 1 地区で一次モニタリングを実施している。 

（市長） 

鋭意進めること。 
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（2）外部被ばく検査事業について 

健康福祉部次長が資料により説明した。 

資料は、平成 25年 2月 15日現在における外部被ばく検査に係る測定結果の取りまとめである。 

全体としては、減少傾向にあり、健康に影響を及ぼす可能性は低い。ただし、異常に数値の高

い事例も 4 件ほど記録しているため、それらの方については、現在、調査と指導を行っている。 

 

（市長） 

1 年間の推定線量は、概ね 1mSv 前後に落ち着くであろう。また、必ず年間積算線量は、1mSv

以下でなければならないわけではないのであるから、総じて、それほど心配することはない。 

今後、個人ごとの実測値も出るので、それらも参考になるであろう。 

 

（3）平成 25 年産米の稲の作付方針等について 

産業部長が資料により説明した。 

平成 25 年産米の稲の作付方針及び水田放射線吸収抑制対策の説明会について、3 月 4 日から

実施する。平成 25 年産米の作付等に関する方針は、平成 24 年における作付けの有無で大きく

二分され、24 年産の作付がなかった地域は、作付けを再開できるものの、管理計画を策定し、

全ての圃場について吸収抑制対策等を実施、もれなく全量管理、全袋検査を行い、検査が済ん

だものから順次出荷できる。 

一方、24 年産の作付があった地域は、全戸生産出荷管理と位置づけられ、農家ごとに吸収抑制

対策を実施し、検査を経た後に出荷できるとされたが、福島県の場合は、全戸生産出荷管理計

画を策定し、検査予定数量等を把握した上で、全袋検査を行うことで出荷が可能であるとした。 

そのため、当市の場合は、圃場毎又は農家毎の違いはあるものの、全ての農家を管理し、全袋

検査を行うこととなる。 

その他、資料の詳細は添付のとおり。 

 

（市長） 

米の対策は、一定の目途が立ったものと思われる。ケイ酸カリから塩化カリとなる背景は？ 

（産業部長） 

塩化カリは、ケイ酸カリと比較して即効性がある。様々な意見があったが、試験の結果、即効

性のある塩化カリのほうが効果が見込めるとされ、塩化カリを使用することに決まった。 

 

（4）ちびっこ広場利用実績について 

こども支援課長が資料により説明した。 

ちびっこ広場利用実績のまとめである。仮オープンから平成 25 年 2 月末までに、23,645 名の

利用者であった。 

詳細な数値等については、添付資料のとおり。 

（市長） 

子供の総数と比較した利用率で示されたい。市内に 1 箇所と言わず、また、放射能対策に拘ら

ず、継続的な屋内遊び場の提供について検討を進めていただきたい。 

2 その他 
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（1）除染推進センターだより（第 18 号）の発行について 

放射能対策課長が資料により説明した。 

伊達市成人式梁川会場実行委員会から、伊達市へ「はたちの募金」の贈呈式が行われたことを

主な記事として取り上げた。裏面は、改めて、除染推進センターの役割についてお知らせする

ものである。詳細な記事については、添付資料のとおり。 

 

（市長） 

除染推進センターの役割としては、主に C エリアが中心であるから、モニタリングの方法等に

ついて進んで掲載願いたい。 

 

（2）農業情報市「耕」（第 10 号）の発行について 

産業部次長が資料により説明した。 

平成 25 年産米の作付けに係る作付条件と具体的な吸収抑制対策を主な記事として掲載した。 

その他の記事は、紙面に掲載のとおり。 

 

（市長） 

伊達市農業情報誌として「耕」を発行してきたものだが、今号も含めて最近の掲載内容を見れ

ば、記事の内容が、どちらかといえば農家の方だけに対するお知らせでも差し支えないような

内容が増えてきた。記事の内容や趣旨について、再度検討しなければならないと考えている。 

農産物のモニタリング結果も掲載しているが、その趣旨は、内部被ばく対策である。 

外部被ばくに関しては、積算線量計の測定値もまとまってきたところであり、対策は進んでき

た。一方、内部被ばくに関する問題は、いまだ不明瞭なところも多い。 

これからは、ただ単に農産物の測定を行うことではなく、健康福祉部を中心に、内部被ばく対

策の啓蒙、情報の周知に努めるべきと考えている。 

関係部で検討していただきたい。 

 

農産物モニタリングの現在の状況はどうなのか。 

 

（産業部長） 

現在は、測定にこられる市民の方も非常に減った。そのため、測定体制の見直し作業中である。 

一案としては、現在十数箇所ある測定場所をある程度集約し、まとめること。もうひとつは、

教育委員会と協議の上、簡易検査器を社会教育又は放射線教育で利用しようという考えである。 

（市長） 

開かれた学校であるとすれば、簡易測定器を学校に配置して、その学校の養護教諭等の協力を

いただきながら、簡易測定を行うことも考えられるであろう。 

年度末であり、現在は、本部会議等の開催頻度や方法等についても協議しているところである

から、各部等においても、関係部等と協議しながら、体制等について再度確認されたい。 
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（3）災害対策号（第 75 号）の発行について 

秘書広報課広報広聴係長が資料により説明した。 

（財務部長） 

後半に「除染の限界」との記載があることに関して、放射線量の高いところでは、除染の結果、

一定の効果が見られた。一方もともと低線量のところでその線量以下にするために除染を行っ

ても限界はあるという趣旨であるとすれば、「除染の効果と限界」として示したほうが、意図

する内容が素直に伝わりやすいと思われる。 

（市長） 

財務部長が言うとおり。除染には効果もあったが、限界もあったということ。高線量のところ

は除染の結果が出るものの、低線量のところでは、それが難しいことだと明らかになった。 

低線量下でも、健康で安全に安心して暮らすことを容認し、そのための現実的な取り組みや対

策を考えるということである。そうした意味でも、内部被ばくに対する啓蒙や情報の周知に取

り組んでいくことは非常に重要になる。 

 

放射能対策の目的は、単に線量を低減することではなく、安心であることを再度認識しなけれ

ばならない。 

 

 

 

 

 

《次回本部会議》 

平成 25 年 3 月 12 日（火） 17：00～18：00 

本庁舎 2 階 応接室において 

（文責：石川 智史） 


